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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第93期

第３四半期連結
累計期間

第94期
第３四半期連結
累計期間

第93期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
12月31日

売上高（百万円） 23,878 24,132 33,240

経常利益（百万円） 1,776 1,550 2,416

四半期（当期）純利益（百万円） 1,137 1,076 1,509

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
919 1,071 1,204

純資産額（百万円） 16,187 16,990 16,370

総資産額（百万円） 34,482 34,248 35,911

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 52.63 50.29 70.09

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） 45.3 48.9 44.3

　

回次
第93期

第３四半期連結
会計期間

第94期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 15.82 5.61

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第93期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」　

　　（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要はあるものの、欧州や中国等、対外経済環境をめぐる

不確実性が高いこともあり、回復の動きは弱く、為替レートの高止まりや世界経済のさらなる減速懸念等、引き続き

先行き不透明な状況で推移しました。

　このような環境のもと、当社グループは本年度を初年度とする「第10次中期３カ年経営計画」（ステージアップ

２０１４）に基づいて、収益事業基盤の強化に努め、当第３四半期連結累計期間の売上高は241億32百万円（前年同

期比1.1％増）となりましたが、前年同期において棚卸資産の簿価切下額が減少した結果、大幅な増益であったこと

に加え、当期ではのれんの償却額が増加したこと等により、営業利益は15億９百万円（前年同期比9.8％減）、経常

利益は15億50百万円（前年同期比12.7％減）、四半期純利益は10億76百万円（前年同期比5.3％減）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（アグリ）

肥料価格の値上がりを見越した前年度末の駆け込み需要の反動により販売数量が大幅に減少し、売上高は63億99

百万円と前年同期に比べ7.6％の減少となり、営業利益は４億41百万円と前年同期に比べ35.4％の大幅な減少とな

りました。

　

（化学品）

　水処理薬剤は、震災で減少していた需要の回復等で販売数量が増加し、売上高は55億25百万円と前年同期に比べ

2.0％の増加となりました。

　機能性材料は、高純度金属酸化物、高純度塩基性アルミ塩、微粉末ケイ酸等の販売が堅調に推移し、売上高は23億86

百万円と前年同期に比べ5.2％の増加となりました。

　その他化学品の売上高は11億68百万円と前年同期に比べ1.2％の減少となりました。

　それらの結果、売上高は90億80百万円と前年同期に比べ2.4％の増加となりましたが、営業利益は原材料価格の上

昇等により、11億30百万円と前年同期に比べ7.5％の減少となりました。

　　　

（建材）

　新設住宅着工戸数に持ち直しの動きが見られ、販売数量が増加し、売上高は22億85百万円と前年同期に比べ8.1％

の増加となりましたが、燃料価格の上昇等により、営業利益は４百万円と前年同期に比べ90.3％の減少となりまし

た。

　

（石油・ガス）

　原油価格の動きとともに販売価格は値上がりしましたが、販売数量が減少し、売上高は25億87百万円と前年同期に

比べ5.4％の減少となり、営業損失は２百万円（前年同期：営業損失７百万円）となりました。

　

（不動産）

　ショッピングセンターの賃料収入は前年同期並みに推移しましたが、別府鉄道株式会社を連結子会社に加えたこ

とにより、売上高は12億65百万円と前年同期に比べ6.8％の増加となり、営業利益は減価償却費が減少したこと等に

より、６億52百万円と前年同期に比べ12.4％の増加となりました。

　

（運輸）

　荷動きは低調に推移しましたが、多木物流株式会社を連結子会社に加えたことにより、売上高は25億13百万円と前

年同期に比べ22.7％の大幅な増加となり、営業利益は船舶の減価償却費が減少したこと等により、２億78百万円と

前年同期に比べ178.6％の大幅な増加となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の財政状況は、総資産は342億48百万円（前連結会計年度末比16億63百万円減）とな

りました。流動資産は、商品及び製品が４億83百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が12億49百万円減少した

こと等により、158億66百万円（前連結会計年度末比10億８百万円減）となりました。固定資産は、減価償却がすす

んだこと等により、183億81百万円（前連結会計年度末比６億54百万円減）となりました。

　負債の部は、支払手形及び買掛金が12億89百万円、長短借入金が８億30百万円減少したこと等により、172億57百万

円（前連結会計年度末比22億84百万円減）となりました。

　純資産の部は、少数株主持分が２億36百万円減少しましたが、利益剰余金が８億42百万円増加したこと等により、

169億90百万円（前連結会計年度末比６億20百万円増）となりました。

  　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３億１百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,000,000

計 76,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,646,924 23,646,924
大阪証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

ります。

計 23,646,924 23,646,924 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 23,646 － 2,147 － 1,217

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容を把握していないため、直

前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　 2,042,000
－

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式　

（相互保有株式）

普通株式   　201,000
－ 同上

完全議決権株式（その他） 普通株式　21,340,000 21,340 同上

単元未満株式 普通株式　　　63,924 －
一単元(1,000株)未満の

株式

発行済株式総数 23,646,924 － －

総株主の議決権 － 21,340 －

 　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

多木化学株式会社

兵庫県加古川市

別府町緑町２番地
2,042,000 － 2,042,000 8.64

（相互保有株式）

別府鉄道株式会社　

兵庫県加古川市

別府町緑町８番地
201,000 － 201,000 0.85

計 － 2,243,000 － 2,243,000 9.49

　 

　

EDINET提出書類

多木化学株式会社(E00762)

四半期報告書

 7/19



２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,587 1,263

受取手形及び売掛金 ※1
 10,094

※1
 8,845

商品及び製品 2,621 3,104

販売用不動産 46 46

仕掛品 235 266

原材料及び貯蔵品 2,141 1,999

繰延税金資産 87 186

その他 117 207

貸倒引当金 △56 △53

流動資産合計 16,875 15,866

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 18,807 18,766

減価償却累計額 △12,522 △12,839

建物及び構築物（純額） 6,284 5,927

機械装置及び運搬具 13,781 13,904

減価償却累計額 △12,429 △12,695

機械装置及び運搬具（純額） 1,351 1,208

工具、器具及び備品 1,447 1,451

減価償却累計額 △1,314 △1,321

工具、器具及び備品（純額） 132 129

土地 5,992 5,999

リース資産 29 29

減価償却累計額 △4 △8

リース資産（純額） 24 21

建設仮勘定 13 73

有形固定資産合計 13,799 13,359

無形固定資産

のれん 537 448

ソフトウエア 37 35

その他 25 20

無形固定資産合計 601 505

投資その他の資産

投資有価証券 4,295 4,216

繰延税金資産 105 102

その他 400 366

貸倒引当金 △165 △169

投資その他の資産合計 4,635 4,516

固定資産合計 19,036 18,381

資産合計 35,911 34,248
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,411 4,122

短期借入金 3,737 3,237

1年内返済予定の長期借入金 367 169

リース債務 6 6

未払金 1,105 1,070

未払法人税等 526 369

未払消費税等 41 79

繰延税金負債 0 0

賞与引当金 37 268

役員賞与引当金 20 －

その他 898 679

流動負債合計 12,151 10,003

固定負債

長期借入金 1,083 950

リース債務 20 15

繰延税金負債 558 445

退職給付引当金 2,437 2,546

預り保証金 3,076 3,077

その他 213 217

固定負債合計 7,390 7,254

負債合計 19,541 17,257

純資産の部

株主資本

資本金 2,147 2,147

資本剰余金 1,217 1,217

利益剰余金 12,814 13,657

自己株式 △863 △820

株主資本合計 15,316 16,201

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 583 555

その他の包括利益累計額合計 583 555

少数株主持分 469 233

純資産合計 16,370 16,990

負債純資産合計 35,911 34,248
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 23,878 24,132

売上原価 17,989 18,296

売上総利益 5,889 5,835

販売費及び一般管理費 4,216 4,326

営業利益 1,672 1,509

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 88 87

貸倒引当金戻入額 14 －

その他 69 40

営業外収益合計 175 131

営業外費用

支払利息 41 40

固定資産除却損 20 36

その他 10 13

営業外費用合計 71 89

経常利益 1,776 1,550

特別利益

負ののれん発生益 125 216

解決金 175 －

長期未払金取崩益 77 －

特別利益合計 378 216

特別損失

固定資産除却損 － 15

減損損失 － 13

災害による損失 168 －

投資有価証券評価損 26 －

特別損失合計 195 28

税金等調整前四半期純利益 1,959 1,738

法人税、住民税及び事業税 690 800

法人税等調整額 7 △163

法人税等合計 698 636

少数株主損益調整前四半期純利益 1,260 1,101

少数株主利益 123 25

四半期純利益 1,137 1,076
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,260 1,101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △341 △30

その他の包括利益合計 △341 △30

四半期包括利益 919 1,071

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 782 1,047

少数株主に係る四半期包括利益 137 23
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

１．偶発債務

　被保証先の銀行借入金に対し、次のとおり債務保証を

行っております。

被保証先 保証先
保証金額
（百万円）

ティーエスアグロ㈱ ㈱三井住友銀行 68
計 68

　

２．（※１）連結会計年度末日満期手形の会計処理につ

いては、当連結会計年度の末日は金融機関の休業日で

あったため、満期日に決済されたものとして処理して

おり、その金額は次のとおりであります。

　

受取手形 268百万円
　

１．偶発債務

　被保証先の銀行借入金に対し、次のとおり債務保証を

行っております。

被保証先 保証先
保証金額
（百万円）

ティーエスアグロ㈱ ㈱三井住友銀行 54
計 54

　

２．（※１）四半期連結会計期間末日満期手形の会計処

理については、当四半期連結会計期間の末日は金融機

関の休業日であったため、満期日に決済されたものと

して処理しており、その金額は次のとおりであります。

受取手形 264百万円
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんの償却額を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

減価償却費 1,035百万円 906百万円

（うち、のれんの償却額） （25百万円） （89百万円）
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

　配当金支払額 

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日

定時株主総会
普通株式 216 10平成22年12月31日平成23年３月31日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

　配当金支払額 

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日

定時株主総会
普通株式 237 11平成23年12月31日平成24年３月30日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円） 　

 報告セグメント　

　
調整額
（注１）
　

　
四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）
　

 
　

アグリ
 

　
化学品
 

　
建材
 

　
石油
・
ガス
 

　
不動産
 

　
運輸
 

　
計
 

売上高          

　　外部顧客への売上高 6,9278,8692,1132,7351,1852,04823,878－ 23,878

　　セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
0 54 － 35 59 196 346△346 －

計 6,9288,9232,1132,7701,2442,24524,225△34623,878

セグメント利益（△は

セグメント損失）
6831,222 41 △7 580 99 2,619△947 1,672

　（注）１.　セグメント利益（△はセグメント損失）の調整額△947百万円は、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等であります。

　　　　２.　セグメント利益（△はセグメント損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　（固定資産に係る重要な減損損失）　　　　 

該当事項はありません。　　

　（のれんの金額の重要な変動）

　「不動産」セグメントにおいて、当社は平成23年９月27日に別府鉄道株式会社の発行済株式の87.5％を

取得して、当社の連結子会社としております。　

　なお、これによるのれんの増加額は、当第３四半期連結会計期間においては439百万円であります。　

　「運輸」セグメントにおいて、子会社の多木商事株式会社（当社の議決権比率79.4％）は平成23年７月

１日に多木物流株式会社の発行済株式の全てを取得して、当社の連結子会社としております。

　なお、これによるのれんの増加額は、当第３四半期連結会計期間においては185百万円であります。　

　（重要な負ののれん発生益）

　「運輸」セグメントにおいて、当社は子会社の多木商事株式会社の株式を追加取得しております。

　なお、これによる負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結会計期間においては125百万円であり

ます。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円） 　

 報告セグメント　

　
調整額
（注１）
　

　
四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）
　

 
　

アグリ
 

　
化学品
 

　
建材
 

　
石油
・
ガス
 

　
不動産
 

　
運輸
 

　
計
 

売上高          

　　外部顧客への売上高 6,3999,0802,2852,5871,2652,51324,132－ 24,132

　　セグメント間の内部

　　売上高又は振替高
0 57 － 45 59 215 380△380 －

計 6,4009,1382,2852,6331,3252,72924,512△38024,132

セグメント利益（△は

セグメント損失）
4411,130 4 △2 652 2782,504△995 1,509

　（注）１.　セグメント利益（△はセグメント損失）の調整額△995百万円は、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等であります。

　　　　２.　セグメント利益（△はセグメント損失）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　当第３四半期連結会計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動

及び重要な負ののれん発生益の認識はありません。　

　

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

  １株当たり四半期純利益金額 52円63銭 50円29銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,137 1,076

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,137 1,076

普通株式の期中平均株式数（千株） 21,605 21,404

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

　簡易株式交換による連結子会社（別府鉄道株式会社）の完全子会社化

　当社は、平成24年10月29日開催の当社取締役会において、株式交換により当社の連結子会社である別府鉄道株式

会社（以下「別府鉄道」という。）を完全子会社化することを決議いたしました。また、別府鉄道は、平成24年10

月26日開催の同社取締役会において、株式交換による同社の完全子会社化を決議し、平成24年10月29日付で両社

の間において株式交換契約を締結いたしました。

　本株式交換は、当社については会社法第796条第３項の規定に基づき、簡易株式交換の手続きにより株主総会の

承認を得ずに、別府鉄道については平成24年11月29日開催の臨時株主総会において承認を受けた上で、平成24年

11月30日を効力発生日とする予定です。

１．企業結合の概要　

　（１）結合当事企業の名称及び事業の内容

　　　　　結合当事企業の名称　　別府鉄道株式会社

　　　　　事業の内容　　　　　　不動産賃貸業等

　　（２）企業結合日　　　　　　平成24年11月30日　　　

　　（３）企業結合の法的形式

　　　　　当社を完全親会社、別府鉄道を完全子会社とする株式交換

　　（４）結合後企業の名称　　　名称に変更はありません。

　　（５）本株式交換の目的

　当社は厳しい経営環境のなか、グループ運営の機動性を高め、グループ経営をより一層強化することを目

的として、別府鉄道（当社の株式保有比率87.5％）を、株式交換により完全子会社化することといたしま

した。

　

２．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支

配下の取引等として会計処理を行う予定です。

　

３．子会社株式の追加取得に関する事項

　　（１）株式の種類及び交換比率並びに交付予定の株式数

会　社　名
多木化学株式会社

（株式交換完全親会社）

別府鉄道株式会社

（株式交換完全子会社）

株式交換比率 1 4.75

　　　　①株式の割当て比率　

別府鉄道の普通株式１株に対し、当社の普通株式4.75株を割当て交付します。

　　　　②本株式交換により交付する株式数

　　　　　普通株式　　118,369株

　なお、別府鉄道の株主に割当て交付する普通株式は、当社が所有する自己株式をもって行い、新株の発行

は行わない予定です。

　　（２）株式交換比率の算定方法

　本株式交換の株式交換比率の算定にあたって、その公正性、妥当性を確保するため、第三者機関に専門家

の意見を求めることとし、当社は山田ＦＡＳ株式会社に株式交換比率の算定を依頼しました。

　当社及び別府鉄道は、山田ＦＡＳ株式会社による株式交換比率算定結果を参考にして協議の結果、本株式

交換における株式交換比率について前記のとおり合意いたしました。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月12日

多木化学株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 堀　　裕三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている多木化学株式会社

の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、多木化学株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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